
令和 6年 4月号 

 

分
苑
長 

 
 
 
 
 

弥
生 

月
次
祭
挨
拶 

サ
ル
ー
ト
ン
、
皆
様
こ
ん
に
ち
は 

本
日
は
弥
生
月
次
祭
と
尾
張
戸

神
社
遥
拝
祭
に
ご
参
拝
し
て
頂
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

三
月
に
入
り
気
温
も
上
昇
し
春

の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
で
は
東

京
辺
り
で
も
雪
が
降
る
異
常
気
象

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

三
月
三
日
の
亀
岡
万
祥
殿
月
次

祭
後
に
、
農
業
セ
ン
タ
ー
跡
地
が

教
主
様
ご
命
名
で
綾
織
平
と
発
表

さ
れ
ま
し
た
。 

三
月
二
日
、
東
海
サ
ミ
ッ
ト
が

静
岡
分
苑
主
催
で
掛
川
市
の
つ
ま

恋
リ
ゾ
ー
ト
彩
の
郷
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
大
き
な
テ
ー
マ

で
は
二
月
に
お
話
を
致
し
ま
し
た
、

お
香
良
洲
神
社
の
敷
地
内
に
、
大

本
と
し
て
石
碑
が
建
立
さ
れ
ま
す
。 

皆
神
山
記
念
祭
典
が
、
六
月
十
六

日
に
教
主
様
ご
臨
席
で
執
行
さ
れ

ま
す
。 

令
和
五
・
六
・
七
の
年
に
こ
の

東
海
教
区
で
は
、
三
河
本
苑
五
十

周
年
記
念
祭
典
・
静
岡
分
苑
設
立

記
念
祭
典
・
お
香
良
洲
神
社
中
遷

座
祭
と
、
お
忙
し
い
御
公
務
の
中

で
、
教
主
様
の
ご
臨
席
に
は
、
あ

り
が
た
く
感
無
量
と
な
り
ま
す
。 

お
香
良
洲
神
社
石
碑
建
立
の
見

積
は
、
当
初
は
、
三
百
五
十
万
円

位
で
し
た
が
、
石
材
の
高
騰
等
で
、

五
百
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
東
海

教
区
と
し
て
信
者
数
の
割
合
で
、

名
古
屋
分
苑
は
六
十
万
円
の
負
担

金
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

前
回
平
成
三
十
年
三
月
の
ノ
リ

タ
ケ
の
森
で
の
お
作
品
展
で
は
百

万
円
の
負
担
金
を
一
世
帯
一
万
円

の
賛
助
金
で
皆
様
の
ご
厚
意
で
無

事
お
作
品
展
は
成
功
い
た
し
ま
し

た
。 お

香
良
洲
神
社
は
、
開
祖
様
の

御
神
霊
、
稚
姫
君
命
（
稚
日
女
命
）

の
祀
ら
れ
て
い
る
大
本
と
は
ゆ
か

り
あ
る
神
社
で
す
。
是
非
と
も
皆

様
の
暖
か
い
ご
厚
意
で
石
碑
建
立

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

分
苑
世
帯
数
は
百
五
十
世
帯
あ

り
ま
す
の
で
世
帯
数
で
割
れ
ば
一

世
帯
四
千
円
位
で
す
。
一
世
帯
で

も
多
く
の
方
達
に
ご
賛
同
い
た
だ

き
、
真
心
で
献
金
を
達
成
さ
せ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

石
碑
は
末
代
、
香
良
洲
に
建
立

さ
れ
ま
す
。
石
碑
の
石
の
形
等
は
、

後
ろ
の
掲
示
板
に
貼
っ
て
あ
り
ま

す
。
字
画
は
教
主
様
の
ご
染
筆
で

彫
り
刻
ま
れ
ま
す
。 

皆
神
山
記
念
祭
典
が
、
六
月
十

六
日
に
教
主
様
ご
臨
席
で
執
行
さ

れ
ま
す
。
斎
主
は
、
成
尾
祭
務
部

長
、
祭
員
と
伶
人
は
東
海
教
区
の

方
達
で
行
わ
れ
ま
す
。 

東
海
教
区
で
の
参
拝
者
を
百
人

募
集
さ
れ
て
お
り
、
四
月
・
五
月

号
に
は
、
機
関
誌
で
全
国
の
方
達

に
募
集
案
内
を
出
さ
れ
ま
す
。 

皆
神
山
記
念
祭
典
が
、
名
古
屋

分
苑
月
次
祭
と
日
に
ち
が
重
な
る

た
め
六
月
の
月
次
祭
を
一
週
間
ず

ら
し
て
、
六
月
二
十
三
日
、
第
四

日
曜
日
に
変
更
い
た
し
ま
す
。 

併
せ
て
総
代
会
も
同
じ
く
二
十

三
日
に
行
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

春
の
大
祭
に
は
前
田
特
派
に
お 

越
し
頂
い
て
、
綾
の
郷
記
念
事
業 

・
お
香
良
洲
神
社
石
碑
建
立
の
意

義
・
皆
神
山
記
念
祭
典
等
の
講
話

を
し
い
て
頂
く
事
と
な
っ
て
い
ま

す
。 直

会
後
に
機
関
長
会
議
を
行
い
、

そ
の
後
、
春
季
大
祭
打
ち
合
わ
せ

を
行
い
ま
す
。
大
祭
が
一
か
月
後

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

全
国
的
に
花
粉
症
と
、
は
し
か

が
流
行
し
て
い
ま
す
。
健
康
に
は

気
を
付
け
て
お
過
ご
し
下
さ
い
。 

本
日
の
ご
参
拝
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

コ
ー
ラ
ン
ダ
ン
コ
ン 

行
事
報
告 

●
月
始
祭 

三
月
二
日
（
土
） 

参
拝
者 

十
七
名 

 

斎
主 

 
 

見
田
す
み
子 

祭
員 

 
 

五
十
川
松
子 

祭
員 

 
 

畠
山 

亜
美 

進
行 

 
 

森 
 

悦
子 

今
月
は
「
お
雛
様
の
月
」
に
因

ん
で
女
性
の
祭
員
・
進
行
で
執
行

さ
れ
た
。 

●
第
二
十
六
回 

東
海
サ
ミ
ッ
ト 

三
月
二
日
・
三
日
（
土
・
日
）

に
静
岡
分
苑
の
主
催
に
よ
り
、
つ

ま
恋
リ
ゾ
ー
ト
彩
の
郷
を
会
場
に

開
催
さ
れ
た
。 

午
後
一
時
か
ら
、
谷
田
新
樹
・

静
岡
分
苑
長
の
開
会
宣
言
、
野
田

篤
文
・
教
区
総
代
の
挨
拶
に
続
き
、

前
田
茂
太
特
派
の
基
調
講
話
「
ワ

カ
ヒ
メ
ギ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
」
を
聴
講

し
た
。 

大本 

名古屋分苑 

分
苑
た
よ
り 

 
 な

ご
み 

 

わ
か
ひ
め
ぎ
み
の
み
こ
と 

わ
か
ひ
る
め
の
み
こ
と 

こ
ん
り
ゅ
う 

し
ん
れ
い 

ミ 
 

ロ 
 

ク 



令和 6年 4月号 

 

休
憩
後
、
五
班
に
分
か
れ
て
の

分
科
会
で
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。
夕
食
後
は
有
志
に
よ
る

懇
親
会
が
開
か
れ
、
楽
し
い
時
を

過
ご
し
た
。 

二
日
目
は
午
前
九
時
か
ら
、
各

グ
ル
ー
プ
代
表
者
が
分
科
会
の
ま

と
め
を
発
表
し
、
引
き
続
き
前
田

特
派
の
総
評
を
い
た
だ
い
た
。 

休
憩
後
、「
香
良
洲
神
社
記
念
碑

建
立
」「
皆
神
山
大
本
三
大
教
主
平

和
祈
願
七
十
周
年
記
念
大
祭
」
な

ど
に
つ
い
て
の
連
絡
会
が
あ
り
、

午
前
十
二
時
に
閉
会
と
な
っ
た
。 

昼
食
後
、
午
後
三
時
ま
で
特
任

宣
伝
使
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

参
加
者 

五
十
八
名 

（
名
古
屋
分
苑
九
名
） 

●
月
次
祭
・
尾
張
戸
神
社
遥
拝
祭 

三
月
十
七
日
（
日
） 

参
拝
者 

四
十
二
名 

斎
主 

 

瓜
生 

 

秀
明 

祭
員 

 

堀 
 

健
太
郎 

祭
員 

 

日
比 

 

達
朗 

祭
員 

 

青
山 

 

将
士 

裏
方 

 

畠
山 

 

茂 

裏
方 

 

菱
川 

 

義
英 

典
礼
長 

小
林 

 

清
人 

伶
人 

 

飯
田 

 

直
美 

伶
人 

 
岡
田 

 

幸
子 

伶
人 

 
長
谷
川 

美
枝 

伶
人 

 

伊
藤 
恵
美
子 

進
行 

 

伊
藤 
久
仁
男 

祭
典
後
、
機
関
長
会
議
が
開
催

さ
れ
「
令
和
五
年
度
決
算
報
告
」

「
お
香
良
洲
神
社
記
念
碑
建
立
」

「
東
海
教
区
葬
祭
支
援
」
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。 

行
事
予
定 

四
月
二
十
一
日
（
日
） 

春
季
大
祭
・
祖
霊
合
同
慰
霊
祭 

 
 

午
前
十
時
よ
り 

四
月
二
十
七
・
二
十
八
日
（
土
・
日
） 

分
苑
誠
心
会 

綾
部
献
労
奉
仕 

五
月
四
日
（
土
） 

月
始
祭
・
み
ろ
く
大
祭
遥
拝
祭 

午
後
一
時
半
よ
り 

忍
び
草 

神
ノ
倉
分
所 

 

宣
伝
使 

木
村
多
宏 

毘
古 

享
年 

八
十
八
歳 

令
和
六
年
二
月
二
十
五
日 

帰
幽 

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す 

じ
い
じ
の
道
草
雑
話 

【
テ
レ
ビ
番
組
】 

特
任
宣
伝
使 

妹
尾
正
治 

 

耳
と
目
が
遠
く
な
り
、
近
い
の

は
ト
イ
レ
と
あ
の
世
と
な
っ
た
今

日
こ
の
頃
、
ご
機
嫌
麗
し
く
な
い

日
々
が
続
き
ま
す
。 

テ
レ
ビ
を
つ
け
て
も
、
何
が
面

白
い
の
や
ら
向
こ
う
で
は
笑
っ
て

い
て
も
見
る
側
は
し
か
め
っ
面

（
耳
が
遠
い
だ
け
？
）
面
白
く
な

い
の
で
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
ク
イ
ズ
番

組
に
し
て
み
る
。 

こ
れ
ま
た
、
向
こ
う
で
お
バ
カ

な
回
答
を
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
い

る
・
・
今
度
は
勉
強
に
な
る
ま
と

も
な
ク
イ
ズ
番
組
に
変
え
る
。 

歳
を
と
る
と
こ
う
も
負
け
ず
嫌

い
に
な
る
も
の
か
？
電
子
辞
書
を

片
手
に
調
べ
て
、
敵
？
よ
り
少
し

で
も
早
く
正
解
を
求
め
る
の
だ
が
、

ロ
ー
マ
字
入
力
が
思
う
よ
う
に
出

来
な
い
、
や
っ
と
打
ち
終
わ
っ
た

と
思
う
と
敵
は
も
う
答
え
終
わ
っ

て
次
の
問
題
に
か
か
っ
て
い
る
。 

悔
し
い
か
ら
ド
ラ
マ
に
切
り
替
え

る
、
今
度
は
俳
優
の
名
前
が
出
て

こ
な
い
！ 

「
こ
の
女
優
さ
ん
、
古
臭
い
名
前

だ
っ
た
よ
ね
」「
ほ
ら
歌
舞
伎
俳
優

の
娘
に
顔
が
よ
く
似
て
い
て
！
」

「
松
本
幸
四
郎
の
子
供
で
！
」「
そ

う
そ
う
、
松
た
か
子
に
似
た
・
・

ほ
ら
古
臭
い
名
前
の
・
・
」 

五
分
経
過
、
や
っ
と
木
村
佳
乃
が

出
て
き
た
、
奥
さ
ん
の
一
声
「
ど

こ
が
松
た
か
子
に
似
と
る
の
！
ぜ

ん
ぜ
ん
違
う
が
ー
」 

結
局
、
中
途
か
ら
の
ド
ラ
マ
を

見
て
も
何
も
わ
か
ら
な
い
、
こ
の

無
駄
な
一
時
間
を
ど
う
し
て
く
れ

る
の
？
・
・ 

テ
レ
ビ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
上
が

る
一
方
で
気

分
は
下
が
る

ば
か
り
、
そ
ろ

そ
ろ
高
齢
者

を
容
認
す
る

時
が
来
た
よ

う
だ
。 

分科会まとめ発表（堀特任） 


